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作品名：「くうきはどこに？」を読んで 

図 書：くうきはどこに？ 

 

ぼくは「くうきはどこに」を読みました。なぜこの本を読んだかというと、いま

までくう気のことなんて、かんがえたこともなかったからです。 

 ぼくが一ばんおどろいたことは、ちきゅうのまわりにあるくう気が五千ちょうト

ンだったということです。五千ちょうトンなんてわからないから、じ書でしらべた

ら、一トンは千キロって書いてありました。しらべてみても、ぼくにはむずかしい

です。 

 おさらの上やコップの中にもくう気があるということも、知りました。六じょう

のへやだと三十キロもあるそうです。ふだんはくう気のおもさなんてかんじないけ

ど、もってみるとすごくおもいってわかりました。 

 それと、水中にもくう気があると知りました。くう気は水にとけているから人げ

んがすえないから知らなかったです。 

 ぼくは、本に書いてあるじっけんをまえにおふろでやったことがあります。コッ

プをさかさまにして、おふろの中に入れてもコップに水が入らない、というじっけ

んです。なぜ入らなかったかというと、コップの中にくう気が入っているからだと、

本を読んでわかりました。 

 くう気は人げんやどうぶつやさかなたちが生きていくためにひつようなんだと思

いました。 


